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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月17日(2007.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】写真出力装置、写真出力方法ならびに写真出力プログラム
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　使用者を含む被写体を撮影してその写真を出力する写真出力装置であって、被写体を撮
影して撮影画像を得る撮影手段と、上記撮影手段で撮影された撮影画像を表示するディス
プレイと、使用者の操作により上記撮影画像と合成される手書き画像を含むペン入力画像
を入力するペン入力手段と、上記撮影画像とペン入力画像を合成する画像合成手段と、撮
影画像とペン入力画像との合成画像を印刷出力する印刷手段とを備え、上記ディスプレイ
に撮影画像を同時に複数並べて表示するとともに、上記ペン入力手段により上記並べて表
示された複数の撮影画像の境界をまたぐようにペン入力画像を入力しうるようになってい
ることを特徴とする写真出力装置。
　　【請求項２】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を別々の写真として出力するように
なっている請求項１記載の写真出力装置。
　　【請求項３】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を１枚の写真として出力するように
なっている請求項１記載の写真出力装置。
　　【請求項４】
　使用者を含む被写体を撮影してその写真を出力する写真出力方法であって、被写体を撮



(2) JP 2002-199314 A5 2008.2.7

影して撮影画像を得る撮影ステップと、上記撮影ステップで撮影された撮影画像をディス
プレイに表示する画像表示ステップと、使用者の操作により上記撮影画像と合成される手
書き画像を含むペン入力画像の入力を受け付けるペン入力ステップと、上記撮影画像とペ
ン入力画像を合成する画像合成ステップと、撮影画像とペン入力画像との合成画像を印刷
出力する印刷ステップとを備え、上記ディスプレイに撮影画像を同時に複数並べて表示す
るとともに、上記ペン入力手段により上記並べて表示された複数の撮影画像の境界をまた
ぐようにペン入力画像を入力しうるようにしたことを特徴とする写真出力方法。
　　【請求項５】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を別々の写真として出力する請求項
４記載の写真出力方法。
　　【請求項６】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を１枚の写真として出力する請求項
４記載の写真出力方法。
　　【請求項７】
　使用者を含む被写体を撮影してその写真を出力する写真出力プログラムであって、被写
体を撮影して撮影画像を得る撮影ステップと、上記撮影ステップで撮影された撮影画像を
ディスプレイに表示する画像表示ステップと、使用者の操作により上記撮影画像と合成さ
れる手書き画像を含むペン入力画像の入力を受け付けるペン入力ステップと、上記撮影画
像とペン入力画像を合成する画像合成ステップと、撮影画像とペン入力画像との合成画像
を印刷出力する印刷ステップとを備え、上記ディスプレイに撮影画像を同時に複数並べて
表示するとともに、上記ペン入力手段により上記並べて表示された複数の撮影画像の境界
をまたぐようにペン入力画像を入力しうるステップとをコンピュータ装置に実行させるこ
とを特徴とする写真出力プログラム。
　　【請求項８】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を別々の写真として出力する請求項
７記載の写真出力プログラム。
　　【請求項９】
　上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をまたいでペン入力画
像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を１枚の写真として出力する請求項
７記載の写真出力プログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【０００１】
　【発明の属する技術分野】
　本発明は、ゲームセンター等に設置され、硬貨等の投入により使用者を撮影し、撮影画
像をプリントして販売する写真出力装置、写真出力方法ならびに写真出力プログラムに関
するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、複数の撮影画像に同時に手書き画像
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等の第２画像の入力を行なえる写真出力装置、写真出力方法ならびに写真出力プログラム
の提供を目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【０００８】
　【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明の写真出力装置は、使用者を含む被写体を撮影して
その写真を出力する写真出力装置であって、被写体を撮影して撮影画像を得る撮影手段と
、上記撮影手段で撮影された撮影画像を表示するディスプレイと、使用者の操作により上
記撮影画像と合成される手書き画像を含むペン入力画像を入力するペン入力手段と、上記
撮影画像とペン入力画像を合成する画像合成手段と、撮影画像とペン入力画像との合成画
像を印刷出力する印刷手段とを備え、上記ディスプレイに撮影画像を同時に複数並べて表
示するとともに、上記ペン入力手段により上記並べて表示された複数の撮影画像の境界を
またぐようにペン入力画像を入力しうるようになっていることを要旨とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、上記目的を達成するため、本発明の写真出力方法は、使用者を含む被写体を撮影
してその写真を出力する写真出力方法であって、被写体を撮影して撮影画像を得る撮影ス
テップと、上記撮影ステップで撮影された撮影画像をディスプレイに表示する画像表示ス
テップと、使用者の操作により上記撮影画像と合成される手書き画像を含むペン入力画像
の入力を受け付けるペン入力ステップと、上記撮影画像とペン入力画像を合成する画像合
成ステップと、撮影画像とペン入力画像との合成画像を印刷出力する印刷ステップとを備
え、上記ディスプレイに撮影画像を同時に複数並べて表示するとともに、上記ペン入力手
段により上記並べて表示された複数の撮影画像の境界をまたぐようにペン入力画像を入力
しうるようにしたことを要旨とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上記目的を達成するため、本発明の写真出力プログラムは、使用者を含む被写体
を撮影してその写真を出力する写真出力プログラムであって、被写体を撮影して撮影画像
を得る撮影ステップと、上記撮影ステップで撮影された撮影画像をディスプレイに表示す
る画像表示ステップと、使用者の操作により上記撮影画像と合成される手書き画像を含む
ペン入力画像の入力を受け付けるペン入力ステップと、上記撮影画像とペン入力画像を合
成する画像合成ステップと、撮影画像とペン入力画像との合成画像を印刷出力する印刷ス
テップとを備え、上記ディスプレイに撮影画像を同時に複数並べて表示するとともに、上
記ペン入力手段により上記並べて表示された複数の撮影画像の境界をまたぐようにペン入
力画像を入力しうるステップとをコンピュータ装置に実行させることを要旨とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、本発明は、ディスプレイに撮影画像を同時に複数表示するとともに、ペン入
力手段により上記複数の撮影画像に合成されるペン入力画像を入力するようになっている
ため、複数の撮影画像に同時に手書き画像等のペン入力画像の入力を行なえる。したがっ
て、１回のプレイで使用者が納得できる撮影画像やペン入力画像を得やすく、使用者の満
足度が高くなる。このため、プレイのやり直しの必要性が低下し、使用者にとっては時間
と費用の節約となり、ゲームセンター等にとっては顧客の回転率の低下を防止できる。ま
た、複数の撮影画像を並べてディスプレイに表示するようになっていることから、複数の
撮影画像を見比べながらペン入力画像の入力ができる。しかも、並べて表示された撮影画
像の境界をまたぐようにペン入力画像を入力しうるようになっているため、並べて表示さ
れた撮影画像の境界をまたぐようにペン入力画像が合成された写真が得られる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明において、上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をま
たいでペン入力画像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を別々の写真とし
て出力するようになっている場合には、複数の撮影画像にかかる合成画像がそれぞれ出力
された複数の写真が得られる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明において、上記印刷手段により、上記複数並べて表示された撮影画像の境界をま
たいでペン入力画像が入力された上記複数の撮影画像にかかる合成画像を別々の写真とし
て出力するようになっている場合には、複数の撮影画像にかかる合成画像が出力された写
真が得られる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【００７０】
　【発明の効果】
　以上のように、本発明によれば、複数の撮影画像に同時に手書き画像等のペン入力画像
の入力を行なえる。したがって、１回のプレイで使用者が納得できる撮影画像やペン入力
画像を得やすく、使用者の満足度が高くなる。このため、プレイのやり直しの必要性が低
下し、使用者にとっては時間と費用の節約となり、ゲームセンター等にとっては顧客の回
転率の低下を防止できる。また、複数の撮影画像を並べてディスプレイに表示するように
なっていることから、複数の撮影画像を見比べながらペン入力画像の入力ができる。しか
も、並べて表示された撮影画像の境界をまたぐようにペン入力画像を入力しうるようにな
っているため、並べて表示された撮影画像の境界をまたぐようにペン入力画像が合成され
た写真が得られる。
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